
 

 島根大学を卒業・修了される皆様へ 

                                  

島根大学法文学部、教育学部、医学部、総合理工学部及び生物資源科学部の５学部１１２７名の

学部卒業生、ならびに大学院人文社会科学研究科、教育学研究科、医学系研究科、自然科学研究科、

総合理工学研究科、及び生物資源科学研究科の６研究科２２６名の大学院修了生の皆様、ご卒業、

ご修了おめでとうございます。 

また、この日まで皆さんの成長を支え見守って来られましたご家族や関係者の皆様方に対しまし

て、本学教職員・在学生と共にお祝い申し上げます。 

 本来であれば、来賓やご家族、関係者の方々をお迎えし、本学の教職員、在学生と共に卒業生・修了

生の晴れの門出をお祝いするところですが、新型コロナウィルスによる感染症の国内外における感染状

況を踏まえ、そして、何より皆様方の健康を最優先に考えて今年度の学位授与式を止む無く中止するこ

ととしました。このような事態になりましたことを大変残念に思っています。何より、学位授与式を晴

れがましく迎えることを楽しみにしてこられました卒業生や修了生、そしてご家族、関係者の皆様方の

お気持ちを考えると言葉がございません。今般の事情をご勘案頂き、この度の措置についてご理解頂き

たくお願い申し上げます。感染の一日も早い終息を切に願っています。 
 

 皆さんはこの 3 月に島根大学をご卒業・修了されます。皆さんにはそれぞれの夢や目的、また、

最高学府での学びや学生生活に対するあこがれ、熱意、期待と希望を持って島根大学に入学されま

した。在学中には、少なからず課題や困難に直面したこともあったかと思いますが、それらをご自

身の強固な意志と不断の努力により乗り越え、卒業、修了を迎えられました。振り返ってみて、学

生生活はいかがでしたでしょうか。皆さんには学部の専門教育を通じて学問領域に対する深い学識

を修めました。また、同時に学部横断的な共通教育や県内各地でのインターンシップ、ボランティ

ア活動、さらには世界各地での留学や海外研修やサークル活動等、多種多様な正課外活動を経験す

ることにより幅広い教養、豊かなコミュニケーション力、確かな実践力、そしてグローバル感性を

身に着け、本日めでたく卒業、修了の日を迎えられました。皆さんには、本学在学中に培った知識・

技能等を存分に発揮して、今後、広く社会でご活躍されることを期待しています。また、卒業、修

了に際しまして、お世話になりました教職員や地域の方々、そして、共に勉学に励んできました友

人や、常に暖かく見守り支えて下さいましたご家族や関係者等、ご支援頂きました方々への感謝の

気持ちを心に刻み、新たなステージに歩みを進めて下さい。 

 

さて、新型コロナウィルス感染症の国内外における急速な感染の拡がりは、私たちに望まざる形で現

代社会におけるグローバル化の急速な進展を明示し、そして、その課題を突き付けることとなりました。

現代ではまさに多くの人・モノが国境を超えて行きかい、一地域での事象は驚くべき速さで世界各地に

拡散し地球規模で重大な影響を与えます。その意味で今回の事態はグローバル化における一つの負の側

面を浮き彫りすることとなりました。一方で社会の発展においてグローバル化の進展は必然でもありま



 

す。すべての物事には正負の両面があり、ある一面から現れる事象で判断することはできません。皆さ

んが今後活躍する未来社会はますます複雑化が進むと予想されます。物事の正負両面を多面的に評価・

検証し、本来の目的や本質を見極めた上で判断し、堅実に進めていく意識を明確に持って頂きたいと思

います。今日、人工知能や情報伝達技術の飛躍的発展による新しい社会 Society 5.0（超スマート社

会）の実現に向けて、私たちの生活の場としての社会は大きな変革期を迎えています。このような

状況の中で、皆さんには新たな社会の実現に寄与されることが期待されています。過去から学び、現

状を正確に把握し、将来をしっかり見据え、現在すべきことが何かをしっかり判断し、今できること

を着実に行うことが重要と思います。 

さて、島根県も同様でありますが、国内の多くの地域では少子高齢化、人口減少や地域医療等、

地域コミュニティーの維持・活性化等、地域社会の持続可能性への危惧が切実な問題となっていま

す。また、地球規模の観点からも人口増やそれによる食料確保、自然環境の保護・改善や新たな産

業構造の構築等、持続可能のための様々な課題が顕在化されています。2015 年の国連サミットにお

いて、SDGs（持続可能な開発目標）として 2030 年までに達成するための 17 の目標を掲げました。

本学においても、「島根大学 SDGs 行動方針」を今年度策定し、大学経営戦略の指針と位置付けまし

た。私たち一人ひとりが世界的視野を持ち、可能な範囲で少しずつ意識を高めていくことが大切と

考えます。皆さんと共に SDGs 達成を目指して活動し、持続・発展していく輝かしい未来の構築に

少しでも貢献していきたいと思っています。 

島根大学は島根県における文化と知の創造の中核として人材養成、医療、産業振興等の地域への

貢献を重要な使命としています。皆さんの多くが在学中に県内各地に自ら赴き、地域の住民、企業、

自治体等の方々と共に、地域が抱える課題とその解決について検討するなど、地域に溶け込んだ実

践的な学びをされたことと思います。これらの貴重な経験を踏まえ、皆さんには島根県内を初め、

国内、海外各地で即戦力としてご活躍されることが期待されています。皆さんがこれから自ら置く

環境において、それぞれが個性豊かにご活躍され、人生を謳歌されることを願っています。また、

県外に活躍の場を求められた方には島根県、島根大学に関心を持ち続け、様々な形で関わって頂け

れば喜びます。島根大学は皆さんとの縁を大切に、いつまでも皆さんへの支援と応援を続けます。 

学位記授与式を中止せざるを得ないような厳しい状況の中でご卒業・修了を迎えられました皆様

には、くれぐれも健康に留意頂き、皆さんが溌溂とご活躍されることを願っています。 

ご卒業・修了を迎えられました皆様の新たな門出を祝し、輝かしい前途を祈念しますと共に、こ

れまで皆さんの成長を支え見守って下さいましたご家族、関係者の方々へ改めてお祝い申し上げ、

卒業・修了される皆様への贐の言葉とします。 
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